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1　 背 景 と目的

　オ ゾ ン 将来予測モ デ ル の 精度向上 の た め に は、オ ゾ

ン 破壊 に 関す る 素過程 の 詳細な理 解 が 不 可 欠 で あ る 。

オゾ ン 破壊 に関す る詳細な知見 を得る た め、2007 年

南極昭和基地 に お い て 、第 48 次南極地域観測隊 に よ

り高分解能 フ
ー

リエ 変換赤外分光計 （FTIR ）を用 い た

大気微量成分の観測、お よ び極成層圏雲 （PSC ）の 観

測 が行わ れ た 。 ，

　PSC は、冬季 に 極度 に低温 （195K 以下 ）とな る極

域 下 部成層圏 ・極渦内に発生する雲で あ り、（1）雲粒

表面 上 で の 不均
一

反応 と （2）大気中硝酸 の 取 り込み ・

重力沈降 （脱窒過程）に よっ て、大規模オ ゾ ン破壊を

引 き起 こす要因とさ れ て い る 。 ま た、PSC は 組成 に

よ っ て主 に 3つ の タイプ （STSI 液滴の 三成分系粒子 ，

NATI 固体の硝酸三水和物 ，
　Ice；氷雲）に 分類 され る こ

とが わ か っ て い る が、その タイプとオゾ ン 破壊量 との

関係 に は不明な点が多い 。．

　本研究 は、南極昭和基地上空 で の PSC タイ プ の 移

り変わ りが オ ゾ ン 破壊 に ど の ように 影響 を及 ぼ すか を

定量的 に 調べ る こ と を目的 とす る。

2　 解析手法

　2007年に 昭和基地上 空 で PSC が観測された 日の う

ち 5事例 につ い て、オゾ ン ゾ ン デ、衛星 （Aura／MLS ）、
FTIR の観測デ

ー
タ を用い て、マ ッ チ解析手法に よ る

ユ0 日間 オ ゾ ン 減少量 の 定量化 を行 っ た。各日 PSC 出

現高度 の 空気塊が 10 日間で 移動し た経路を前方粒跡

線解析 に よ り計算し 、 粒跡線上 の オ ゾ ン 混合比変化量

を衛星観測 デ ータ よ り得 た （昭和墓地上 で マ ッ チ した

場合 は オゾ ン ゾ ン デ、FTIR データ を用い る）。 衛星観

測 の マ ッ チ条件 は、空 問範囲半径 300k皿 以 内、時間

範囲 ± 3 時問以内と した 。 こ の 手法 に よ り、大気中オ

ゾ ン の 化学的変化 の みを抽出で きる。

3　 結果

た とこ ろ、高度 16，5km （STS）と高度 20km （NAD ）で

同 じ 98hours！10　daysで あ っ た こ とか ら、日照時間

に よらない タ イプの違い の み に よ る オ ゾ ン 破壊率の 違

い を求める こ と がで きたと考えられ る。

　また、2007年 9 月 4 日 は、高度 12km 地点 に巻雲

（Cirrus）が 発生 したが、粒跡線解析 の 結果、こ の Cirrus
上 で は オゾ ン破壊 は見 られなか っ た こ とが判明した 。

　今後は さらに事例を増や し 、 PSC タ イ プ 別 の オ ゾ

ン破壊率の 傾向を統計的に調べ る予定 で ある。また、
PSC タイプと同様 に、日照時間、　 PSC 粒子 の粒径に

も着目 して解析を行 い
、 ど の 要素が 最 もオゾ ン 破壊 に

寄与す る か を調べ る予定 で ある 。
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　FTIR お よ び OPC 観測か ら、2007年 8 月 28 日は

昭和基地上空高度 16．5k 皿
，
18．5km

，
20k 皿 地点に それ

ぞれ STS
，
　NAD

，
　NAD （NADi 固体 の 硝 酸二 水和物〉

の PSC が 出現 した こ とが判 っ て い る。3 高度に つ い

て マ ッ チ解析手法 を用 い て オ ゾ ン 破壊率を求め、高度

16・5kln（STS ）で 一15PPbv／day， 高度 18．5km （NAD ）で

一35ppbv ！day， 高度 20km （NAD ）で 一60　ppbv ！day と

い う結果が得 られ た 。 液滴粒子 で あ る STS 　PSC 出現

高度 （図 （a））よ りも固体粒子で ある NAD 　PSC の 出現

高度 （図 （b））の ほ うが オ ゾ ン 破壊率が大 きい こ とがわ

か る 。 ま た、粒跡線．一ヒで の 空気塊 の 日照時間を計算し
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図； 2007年 8 月 28 日〜9 月 7 日期 間の 衛星 マ ッ チ に

よる前方流跡線上 オ ゾ ン 濃度変化

菱形 が衛星 観測、太点 線が 同帰直線、細点線が標 準偏 差 を表す。相関

係数は （a ）0．31，〔b＞O．65。オ ゾ ン 減少率は （a ）
−15ppbv 〆day，（b）−60

ppbv 〆daye
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